
て
禁
止
し
た
｡
土
地
立
木
の
質
入
79
譲
渡
も

山
切
許
さ

れ
な
か
っ
た
｡
若
し
山
が
他
村
人
の
手
に
落
ち
ゃ
う
と

す
る
時
に
は
親
鞄
が
之
を
補
戻
し
.
朝
敵
の
カ
で
も
及

ば
ぬ
場
合
に
は
相
で
之
を
阻
止
す
る
｡
山
に
生
れ
両
に

住
み
川
の
木
で
炭
を
焼

い
て
過
去
何
首
年
か
過
し
て
兼

ね
山
人
連
が
太
古
の
姿
其
の
儀
の
や
う
な
山
村
教
護
ら

う
と
す
る
の
は
､
菅
に
近
代
的
在
任
活
槽
の
擁
護
と
の

み
で
は
解
し
得
な

い
､
深

い
倖
純
の
カ
と
熱

い
山

へ
の

愛
着
の
情
が
龍

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

(
昭
利
十
年
五

月
五
日
稿
)

新

著

棺

骨
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O
EB
木
近
世

離
健
志
小
野純
米

菊

雛
銭
枇
数
行

･:
八倒
三
脚

八

十
位

氾
牝
の
飢
節
と
し
て
は
闘
西
で
は
為
永
'
キ
保
､
氷
北
で
は
元
砕
､

餌
桝
､
大
明
､
'hJ
保
の
教
ケ
度
に
わ
た
る
中
に
も
鋸
屑
と
大
別
と
天
保

と
が
=t,IE
も
批
烈
で
あ
っ
た
､
本
坊
は
大
仰
七
咋
池
迩
非
山
が
流
布
三
権

に
た
て
た
救
小
焔
の
糊
を
は
じ
め
､
舛
永
飢
代
鎌
t
H-暮
然
米
川
紀
､
大

別
咋
比
凶
紋
日
]記
'
川
中
紐
解
'
凶
咋
耕
土
租
'
光
明
三
年
末
川
11三
威

捌
紀
t
.hJ
保
叫
小
巳
光
子
孫
伸
'
救
俄
製
食
方
粍
皆
､
救
光
球
之
壮
'

新

岩

船

介

飢
怖
之
節
困
窮
人
手
常
米
仕
法
根
'
比
家
心
符
訓
及
俄
催
池
考
の
十
二

m
を
払
め
た
も
の
で
あ
る
が
､
天
明
舛
班
凶
蔵
日
記
の
ど
と
き
は
､

い

か
に
伽
蛇
が
骨
規
を
火
す
る
か
を
骨
ぐ
る
の
接
触
線
と
も
い
ふ
べ
-
､

溌
な
-
し

て
は
故
む
こ
と
が
は
氷
な
い
､
僻
光
貯
帯
の
必
嬰
も
あ
る
こ

と
で
は
あ
る
が
'
伽
館

の
人
心
に
杉
抑
廿
す
る
桝
は
鈍
り
比
命
の
み
の
関

越
で
は
な
い
､
誠
肴
の
比
滋
を
嬰
す
る
桝
で
あ
る
と
信
じ
る
O
(
港
m
)

0
度
祷
二
年
版
満
洲
国
現
勢

満
洲
囲
過
信
批

定
職
二
脚
五

十
錦

昭
利
十
年
三
日

山
日
雄
行
の
油
洲
図
現

勢

は

筋
倍
版
凹
七
二
:H
の
彪

大
な
形
で
凹
版
さ
れ
た
'
幻
損
も
鮮
明
で
あ
り
記
事
も
2:雷
=
で
あ
る
'

め
ま
-
る
し
-
教
務
し
て
ゆ
-
鵜
洲
を
鈍
脈
せ
ん
と
す
る
人
士
に

一
統

を
す

1
め
る
｡
(鹿
川
)

0
風

藩
を

被
っ
た
京
都
の
風
致

京
都
肘
土
木
部

祁
相
計
洪
水
布

地
方
番

組
骨
は
昨
軟

の
風

解
学
つ
け
た
祉
寺
名
勝
七
十

伐
開
版
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
を
川
仮
し
∬
つ
帆
番
地
問
と
損
傷
概
況
と
を

合
せ
て
本
朝
S
=
怨
む
拭
っ
た
､
我
等
は
こ
の
糊
版
に
よ
っ
て
'
災
寮

の

恐
る
べ
き
抑
光
学

氷

久
に
記
念
し
ぅ
る
の
を
等
ぶ
｡
(
肱
川
)

0

郷

忠

本

位

地

理

壁

論

叢

愛
東-1
燥
地
迎
串
骨

太
偶
八
十
銀

名
iL
用
の
綱
川
邪
'
夏
日
刑
､
利
崎
邪
な
ど
を
中
心
と
し
て
地
即
撰

(I,〟
が
昭
利
三
咋
二
1-
に
創
i2:F
'九
七

か
ら
入
船
新
'
昏
員
騨
邪
の
瞬
ぐ

ま
し

い
努
力
の
約
品
と
し
て
こ
の
た
び
菊
版

〟
三
二
H

の
給
費
が
冊
に

川
た
'
苑
む
る
桝
は
日
本

の
す
八
と
土
地
(
藤
川
)
､
満
洲
閲
に
於
け
る

七

..]

七

三



地

裁

飾
二
十
四
懇

尖
古
'
名
古
擬
の
絹
脚
(
岡
田
)
､
幡
豆
郡
の
人
口
分
布
(
久
的
)
'
紳
野

新
川
を
中
心
と
し
た
巷
鰻
地
相
(
雑
庶
)
'
小
米
梅
迫
(
服
部
)
'
桜
井
見

抜
附
近
(
三
井
)淋
戸
地
方
の
附
子
粉
工
熊
(
宵
地
)
､
地
製は
拳
的
心
塊
の

班
.#

林
崎
)
'
地
劫ー
桝
習
の
準
備
と
祢
土
地
那
(
牢
=J

､
小
額
校
に
於

け
る
地
別
科

の

州
法
搾
兜
(
餌
肘
)
'
校
外
相
称

の
一
例
(
中
村
)
'
地
即

教
授
に
封
す
る
私
見
(碕
本
)
の
十
拭
欝
が
あ
-
'
叔
後
に
拍
革

や
寄
栄

の
軸
骨
が
あ
る
'
す
べ
て
同

人
の
熱
心
な
研
究
的
態
度
を
多
と
す
べ
き

で
あ
ら
う
｡
(
藤
川
)

#

#
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○
世

界

石
油

集

の

現

勢

t
九

一品

叫
の

世
非
ポ
油
外
は

t
九
二

九年
以
水

の
大
好
況
で
あ

っ
た
が
､
就
中
米
組
は
舘
袈
解
放
高
紀
銀
に

達
し
九
十
大
端
バ
レ
ル
の
配
線
を
し
め
し
た
が
'
そ
の
供
給
は
九
十
田

端
バ
レ
ル
で
あ
っ
た
か
ら

ス
ト
ッ
ク
は
妃
年
に
な
-
減
少
し
た
｡

イ
ラ
ー
ク

i
九
三
四
年
に
イ
ラ
ー
ク
輸
法
官
が
新
設
さ
れ
ト
リ
ポ

リ
紙
は
空

三

哩
'

ハ
イ
プ
ア
線
は
こ
れ
よ
り
八
七
哩
長
-
夫
々
.I
日

田
O
t
O
C
O
バ
レ
ル
の
石
納内
を
輪
迭
し
う
る
｡

ル
ー

マ
ーT
ア

で
は
近
畔
地
韓
過
剰
で
､
政
府

が
制
限
を
加

(
た
か

ら
産
州

は

十

分
で
な
か
っ
た
'
こ
の
蛸
の
産
油

の
八
〇
%
は
海
外
に
輪

川
さ
れ
る
､
そ
の
収
入
は
こ
の
図

の
海
外
文
排
決
折
と
な
る
の
だ
か
ら

イ
ラ
ク
の
供
給
相
加
は
こ
の
閲

の
石
油
非
に
鮮
静
を
す
る
で
あ
ら
う
D

日
本
及
淋
洲

日
本
は

1
九
三
四
年
六
月

一
日
か
ら
輸
入
脱
油
及
鵬

餅

1
挽

讃

七
川

油
を
管
理
し
は
じ
め
た
､
浦
洲
で
は
石
油
春
賀
法
を
光
施
し
た
｡

パ
ー
レ
ン
施

政
新
潮

の
パ
ー
レ
ン
偽
か
ら
の
柄
杓
は

1
九
三
四
咋

十
月
加
州

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
骨
批

(
到
蔚
し
た
､
同
骨
靴
は
魚
島
の

純
情
雑
を
較
符
し
､

一
九
三
四
年
和
魂
､
工
場
建
設
を
は
じ
め
た
､
但

し
同
島
附
姓
の
ア
ラ
ビ
ヤ
本
土
の
分
は
炎
愉
楽
本
が
雄
付
し
た
D

俳
図

1
九
三
四
年
中
俳
幽
叔
火
の
鵬
州
工
揚
が
川
雑

一
日

一
瓶
八

千
バ
レ
ル
の
能
力
が
あ
る
'
こ
の
た
め
に
脱
州

の
傭
人
増
加
と
柵
油

の

輸
入
減
迫
と
な
っ
た
､
こ
れ
は
イ
ラ
ク
の
脱
油1-1
の
瞭
川
相
加
に
呼
騰
す

る
の
で
あ
る
｡

ト
リ

fL
ダ
ッ
ト

は
金
英
帝
柳
桝
土
中
最
大
の
鍵
納
地
で
あ
る
か
ら

英
帝
閥

(
故
産
前
油
に
封
す
る
納
税
上
の
健
北
肺
を
脱
鵜
せ
ん
と
し
て

ゐ
る
｡
メ
キ
シ
コ

ll
九
三
四
年
よ
り
政
府
脱
密

の
祁
仙
骨
舵
が
停
戦
を
ほ

じ
め
た
が
､
そ
の
株
は
殆
ど
放
縦

の
手
に
あ
る
｡

イ
タ
リ
ー
に
も
政
射
管
規
の
石
;糾い
骨
軌
が
あ
る
'
同
図

1
日
平
均
ガ

ソ
リ

ン
瀦
婆
魚
は

一
航
バ
レ
ル
'
こ
れ
に
郎
舵
や
拘
船
を
加

〓
J
'
金

満
洲
l#
川
'

1
日
三
鵜
バ
レ
ル
｡

ド
イ
ツ

は

1
九
二
川
中
､
四
十
四
苅
五
千
バ
レ
ル
し
か
出
席
し
な

か
つ
た
が
ノ
イ
ン
ハ
ー
グ
ン
地
方
で
新
式
搾
油
を
や
っ
た
か
ら

1
九
三

四
叫
に
は
こ
甘
三
十
溺
バ
レ
ル
に
肺
逝
し
た
｡

p
シ
ャ

1
九
三
四
年
は
同
園
祈
坤
産
出
の
叔
南
紀
錐
を
し
め
L

l

億
六
千
九
甘
鵜
バ
レ
ル
'前
年
よ
り
も

.L
こ
こ
ハ
L
:
を
聯
逃
し
た
｡

t.
九

三
五
年
以
後
縦
桝
に
し
て
三
〇
肘
｡
の
籾
加
を
企
て
1
ゐ
る
､
似
し
も
し


